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（ 4）	続縄文文化の一部としての北サハリンのカシカレバグシ文化
	 ―紀元前 1千年紀の極東島嶼世界における石器時代系統と古金属器時代系統の共存について―

グリシェンコV. A. 	
福田　正宏　訳・解説

要旨　本論では、2008年のカシカレバグシ 5集落遺跡発掘調査に関するデータが提示されている。住居 3基と住居間の空間で

発掘を行ったところ、晩期新石器時代的な遺物群［原文では「遺物コンプレクス」。以下、遺物に関する「コンプレクス」を「群」

または「一群」と訳す］が得られている。発掘した住居のひとつでは、人の埋葬遺構―知られているなかで、今のところサハ

リン最古に位置づけられる―が調査されている。この集落遺跡が存続した年代幅を前 9～ 6世紀の間とする放射性炭素年代値

が出ている。サハリン島内の紀元前 1千年紀における石器文化と古金属器文化との共存・相互的影響に関する問題が論点となる。

キーワード　サハリン、晩期新石器時代、古金属器時代、石器時代系統と古金属器時代系統の共存、カシカレバグシ文化、ナ

ビリ文化、ピリトゥン文化、アニワ文化、ツイミ式

はじめに

紀元前 1千年紀の考古学的遺跡群は、伝統的に、［サ

ハリン］島の古代を研究する考古学者たちの調査対象と

なっている。過去10年間、北サハリンの広大な面積にお

ける精力的な発掘調査によって、本期に関する膨大な量

の情報が蓄積されており、ナビリ（набильская）文化

（Василевский и др. 2005）、ピリトゥン（пильтунская）

文化（Василевский и др. 2010）、そして新しい土器型式

―ツイミ（тымский）式（Дерюгин 2007・2010）を含む、

新たな考古学的文化群が設定されている。広大な面積の

集落遺跡の発掘による紀元前 1千年紀のコンプレクスの

研究によって、それとナビリ・ピリトゥン・鈴谷文化の

資料との対比から、サハリン島の古金属器時代に関する

問 題 を 提 起 で き る よ う に な っ た（Василевский, 

Грищенко 2012）。それと同時に、上記諸文化と年代が並

行する関連遺跡群の資料分析から、金属製品や金属器模

造品、新石器時代にくらべて低い石器利用頻度、尖底・

丸底土器、方形・五角形住居が存在するような、ナビリ・

ピリトゥン・鈴谷文化のなかにある古金属器時代の基本

的な傾向にも、それぞれ差異があることがわかる。紀元

前 8～ 3世紀に年代づけられるアニワ文化の資料の場合、

技術開発水準の面では石器時代終末段階、全般的な特徴

の編年的位置としては石器／鉄器時代移行期に区分され

ている（Василевский 2008：177）。

筆者の 2008年発掘で得られたカシカレバグシ

（Кашкалебагш）5 集落遺跡の資料とワシレフスキー

（Василевский A.A.）の2013年発掘で得られたアジョー

ルヌィ（Озёрный）8遺跡の資料の分析によって、サハ

リン島の紀元前 1千年紀のなかで、古金属器時代の考古

学的文化群は、先行する石器時代の特色がはっきりとみ

られる文化と共存するという問題が、差し迫ったも

のとなる。

① 地理的特徴、集落遺跡の地形と層位

カシカレバグシ 5集落遺跡は、サハリン北東部、島内

最大の海跡湖（ラグーン）―ピリトゥン（Пильтун）湾

の沿岸部、カシカレバグシ岬から西へ1.36km、チェル

パク（Черпак）湖岸に位置する（第73図）。遺跡は、サ

ハリン国立大学考古学研究室研究員フェドルチュク

（Федорчук В.Д.）により、2007年に発見されている。集

落遺跡は、窪地―その底には、北からチェルパク湖へ下

る沼沢化した水流が通る―を挟んだ両岸に分布する 2地

点からなる。集落遺跡の住居と貯蔵穴は、7月のチェレ

パク湖岸水位から、比高差 4～6mの高さに位置する。

遺跡の範囲内は、ハイマツの低木林がひろがる南西方向

に下降する斜面上で、緩やかに傾斜する。2008年発掘で

確認されたのは、住居の窪み 3基（第 1・3・6号住居）、

貯蔵穴 5基、そして住居間の［生活］空間であり、発掘
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総面積は1512m2である（第74図）。集落遺跡の層位（第

75図～第77図）は、北サハリンの完新世遺跡群に典型的

なものであり、住居の窪みは締まりのないローム質土で

覆われ、埋没している。住居床面上の壁際覆土中と炉穴

や柱穴群の覆土中には、木炭が非常に多く含まれる。第

1号住居の覆土上部で、木造架構の焼け跡と屋根構造が

確認された。調査時における土層堆積状況の観察により、

集落内の調査した構築物内に、後世の攪拌や再利用の影

響が残っていないことは明らかである。出土品の平面分

布状況（第78図）の分析によると、考古資料は住居遺構

のプラン内で高い集中を示し、住居間の空間―出土品は

単独の状態にあり、接近した住居の居住者の使用品と判

断できる遺物群のまとまりは形成されていない―では、

出土品は希薄な分布を示す。

このようにして、住居構造、出土品、炉、遺構内の構

築物を含めた住居遺構コンプレクスの「純粋さ」［＝保

存状態のよさ］を確認することができる。

第73図　本論で言及する考古学的遺跡群の位置およびカシカレバグシ 5集落遺跡の周辺図第 73 図　本論で言及する考古学的遺跡群の位置およびカシカレバグシ５集落遺跡の周辺図

第 74 図　2008 年カシカレバグシ５集落遺跡第１発掘区地表面の三次元復元図第74図　2008年カシカレバグシ 5集落遺跡第 1発掘区地表面の三次元復元図
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第75図　第 1号住居土層断面図（ 1．南北ライン、2．東西ライン）第 75 図　第１号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第 76 図　第３号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第 77 図　第６号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第77図　第 6号住居土層断面図（ 1．南北ライン、2．東西ライン）

第 75 図　第１号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第 76 図　第３号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第 77 図　第６号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第76図　第 3号住居土層断面図（ 1．南北ライン、2．東西ライン）

第 75 図　第１号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第 76 図　第３号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン

第 77 図　第６号住居土層断面図　１．南北ライン、２．東西ライン
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② 第 1 号住居の発掘

第 1号住居を発掘した結果、石器・土器資料が回収さ

れた。第 1号住居の石器群（第79図）は石核、製品、製

作残滓（石屑と剥片）であり、つまり、準備段階や素材

の予備調整段階を除き、すべての石器製作工程が屋内に

残ることを、きちんと確認できる―これらの点は、製作

工房の特徴を表す。石器製作は、剥片入手と両面加工品

の生産（剥片－両面加工技術）を目的とする。つまり、

出土した石核は求心状剥離方式で生産されており、道具

の大多数は剥片石器であり、石刃石器は欠落する。両面

加工石器は、種々の大きさの石鏃であり、二次加工が入

念に施された製品であり、［断面は］扁平である―［そ

れに］基部を作り出した器体（同図 7）がともなう。鋸

歯状側縁をもち、型式的にはエンドスクレイパーに分類

されるもの（左右非対称で突起部を有する）があり（同

図 8・9・11）、石器組成のなかに木材加工用磨製石器が

ともなう（同図12）。第 1号住居の主な土器群（第80図）

は、平底の底部片、薄い器壁（厚さ約5mm）の胴部片

からなる。岩石鉱物粒を混和した土器［製作用］粘土が

準備されており、焼成は低温、破片の色調は黄褐色であ

る。土器の文様施文は最小限であり、主な手法は口縁部

下の貫通する刺突文列（第80図 1・3・4）［の施文］、ご

く一部の手法は縄の文様施文である（同図 5）。前述し

た土器群のほかに、櫛歯文列と、直線文や波状沈線文に

よる体部文様の施される破損土器がみつかっている（第

81図）。その個体の色調は橙茶色、焼成温度は低温であ

る（「生焼け」による層状構造が、破断面にみられる）。

その個体は、口縁部が外反する断面形態をもち、彩色さ

れた破損品であり、第 1号住居で大半を占める土器群と

は異なった文様構成が特徴となる。その土器は住居内で

検出された人の埋葬遺構と関連する儀礼的性格を有する、

と想定しておこう。土器片は、炉に接する［住居］遺構

中央でみつかっているため、埋葬にまつわる葬送行為と

関係する可能性がある。掘り上げ土と竪穴住居覆土の完

掘後に、北東に頂点が突出した隅丸五角形の遺構となる

（第82図、第84図）。壁面はまっすぐに伸び、ほぼ垂直に

立ち上がる。壁面高は、遺構内からの掘り上げ土が積み

上げられ、人為的に嵩上げされた。住居中央部では、床

面の掘り込みのなかから屋内炉―石囲い痕や他の施設を

もたない―がみつかっており、それは竪穴中央部から南

西壁にかたよって分布する。屋内炉の炭層と焼土の堆積

はわずかであり（10cm以下）、北サハリンの住居群の

うち、火災家屋に残された特徴と全体的に共通したも

のである。

③ 第 1 号住居における人の埋葬遺構

第 1号住居の床面清掃時に、壁際の遺構南隅で、赤橙

色のローム質土が周囲をめぐる黄褐色ローム質土のひろ

がりがみつかっている（第83図）。大きさ150×50cmの

長楕円形プランの南部では、墓坑の掘り込みより高いレ

ベルから、人頭骨が検出されている。土坑覆土全体は炭

化物混じりの褐黄色ローム質土であり、遺存度の低い頭

蓋より後ろの骨格と、副葬品と解釈される人工遺物―石

鏃（11点）、彫器、スクレイパー、ナイフ、紅玉髄の原

石―がみつかっており、さらに、墓の埋め戻し途中で混

入したとみられる出土品―無文土器片、剥片、魚鱗―が

みつかっている。埋葬遺構を横断する土層断面（第84図

3）では、棺形を呈する墓坑［側面］の輪郭、はっきり

とした境界ラインをもつ赤橙色ローム質土のレンズ状堆

積が追認されており、住居床面から遺体までの深さは約

20cmである。墓坑埋土の掘り下げと記録、そして遺存

人骨の取り上げ後、埋葬方法の全貌は次のように復元で

きる―遺体は南東側の壁面施設下の住居床面の、大きさ

のない（深さ約20cm）掘り込みのなかに安置された。

埋葬方位は、長軸が北東－南西、頭位は南西向きである。

墓坑底部では、厚さ2cm以下の［サハリン］島の本地

域に特徴的な自然堆積層ではない赤橙色ローム質土層が、

はっきりと追跡される。この土層は、顔料で赤化したも

のか、もしくは被熱した痕跡（焼土）であると想定して

おこう。遺体は右膝を折り曲げた右側臥位で安置され、

手は胸元に置かれ、埋葬頭骨は東を向き、さらに顔面が

東向きであることを理由に、骨格主体部［＝体幹骨・上

下肢骨］より上位に、解剖学的姿勢（側臥）にはない状

態で据えられていた（第84図、第86図）。埋葬頭骨が墓

坑より高い位置にあるため、遺体の頭部は墓坑の上に、

別個に据えられたと想定しておこう。胸部と腹部にあた

る範囲で、両面加工尖頭器の未製品11点が検出されてい

る（第86図 1～11：出土位置は第84図 2参照）―これは、

埋葬遺体の手に載せられた矢束の痕跡であると想定して

おこう。人骨の遺存状態は悪く、骨格の一部（足骨・下

腿骨・手骨）はよく残っていないが、それは炭化物の堆

積層として認められた。埋葬遺構の上部で、炭混じりの
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被熱した厚めのローム質土層（厚さ10cm以下）が検出

されることから、［埋葬］儀礼執行後に埋葬場所で火を使っ

た影響が残ると考えておこう―［ただし］木造架構や家

屋構造の部材が焼け残った可能性もある。このような痕

跡［＝事例］に精通した、ロシア科学アカデミー民族学・

人類学研究所人類学部長のワシリエフ（Васильев С.В.）

博士は、第 1号住居の床面下で発見された骨格は、非筋

肉質体型の低成長男性の部類に属すると判定した。頭蓋

より後ろの骨格の全体的な状態と関連しており、歯の摩

耗度から［遺体は］老人（Senilis）と判断される―ある

いは実年齢でいうと、男性の死亡時期は50才以上であっ

た。歯は歯根が実際に劣化・摩耗している―［これは］

生業活動に関連してできた、機械的作用による摩滅の可

能性もある。この男性は、幼少期に病気を患ったか、栄

養障害に陥っていた。成人段階で植物質食料が摂取され

ていた可能性もある。この男性の生業活動はあきらかに

水域（海域）と関係しており、かなり常習的に冷水に接

していた。また、肩に荷重のかかる運搬行為が頻繁に課

せられていた。

④ 第 3 号住居の発掘

第 3号住居を発掘した結果、次に述べる特色を有する

石器と土器が回収されている。石器インダストリーには、

先に述べた第 1号住居のインダストリーと類似した特徴

がある。さらに、剥片石器製作工程が示されており、剥

片を入手するための石核および剥片素材の石核、ナイフ、

尖頭器、斜めの円弧の刃部をもつスクレイパー（第88図

1～ 3）、剥片石器と残滓がみつかっており、器種組成

と道具生産技術が集まっている。装飾品―2点のコハク

玉―が少量ある（同図 4・5）。第 3号住居の土器は、第

1号住居の主体となる土器群に類似した諸特徴を有し、

口縁部下の貫通する刺突文列と縄の文様が観察される（同

図 6・7）。

第79図　第 1号住居の石器
1．円盤状石核、2～ 7．両面加工石鏃、8～11．鋸歯状側縁をもつエンドスクレイパー、12．磨製石斧第 79 図　第１号住居の石器　

１．円盤状石核、２～７．両面架構石鏃、８～ 11．鋸歯状側縁をもつエンドスクレイパー、12．磨製石斧
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第81図　第 1号住居の有文土器

第 80 図　第１号住居の主要土器群

第 81 図　第１号住居の有文土器

第80図　第 1号住居の主要土器群第 80 図　第１号住居の主要土器群

第 81 図　第１号住居の有文土器
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第83図　第 1号住居埋葬遺構の掘り込み

第84図　第 1号住居床面検出状況（ 1）および人埋葬遺構（第 1号住居）の平面図（ 2）・土層断面図（ 3）

第82図　カシカレバグシ 5集落遺跡第 1号住居
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掘り上げ土と竪穴覆土の完掘後に、住居は南北方向に

突出する六角形の遺構となった（第87図）。竪穴は、表

土下50～70cmまで掘り込まれている。壁面はまっすぐ

に伸び、その高さは、竪穴を掘りこんだ際に排出された

掘り上げ土が積み上げられ、人為的に嵩上げされる。住

居中央で、厚さ5cm以下の炭化物層をともなう炉が検

出されている。炉の完掘後、その下部から、炉に付属施

設と考えられる、さほど大きくはない径（10cm以下）

の柱穴群がみつかっている。

⑤ 第 6 号住居の発掘

第 6号住居の石器インダストリーは、前に述べた石器

群の特色にも認められた傾向がしっかりと根付いている

点が特徴となる。なかでも注目すべきは、出土品の多量

さ、黒曜石製品（第89図 6）の存在である。基部を作り

出した両面加工石器（ナイフと尖頭器：同図 1・2・5・6）、

翼状［左右非対称］のナイフ（同図10）、磨製手斧、棒

状石器（同図 7・8）、鋸歯状側縁をもつエンドスクレイ

パーが、典型的である。独特な製品は、石刃剥片の横刃

と先刃［の両方］が組み合わされたスクレイパー―海棲

動物を定型的に象ったような外形を有する―である（同

図 9）。第 6号住居から回収された石器インダストリーは、

剥片剥離技術をはっきりと指向したものであり、その手

順は、二次加工を施したものも含む多量の剥片群、また、

石核と剥片を入手するための、求心状剥離痕や平行剥離

痕をもつ剥片素材の石核群において確認される。カシカ

レバグシ 5集落遺跡第 1発掘区の 3基すべての住居にお

第85図　第 1号住居埋葬遺構上部の炭化・被熱ローム質土層第 85 図　第１号住居埋葬遺構上部の炭化・被熱ローム質土層

第 86 図　第１号住居埋葬遺構と副葬品　１～ 11．石鏃
第86図　第 1号住居埋葬遺構と副葬品（ 1～11．石鏃）

第 85 図　第１号住居埋葬遺構上部の炭化・被熱ローム質土層

第 86 図　第１号住居埋葬遺構と副葬品　１～ 11．石鏃
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第87図　カシカレバグシ 5集落遺跡第 3号住居
第 87 図　カシカレバグシ５集落遺跡第３号住居

第88図　第 3号住居の遺物（ 1～ 3．鋸歯状側縁をもつエンドスクレイパー、4・5．コハク玉、6・7．土器片）

第 87 図　カシカレバグシ５集落遺跡第３号住居
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第89図　第 6号住居の石器（ 1・2・5．両面加工尖頭器未製品、3・4．鋸歯状側縁
をもつエンドスクレイパー、6．基部を作り出した黒曜石製ナイフ、7・8．
棒状石器、9．石刃製サイドスクレイパー（海棲動物形？）、10．翼状ナイフ）

第 89 図　第６号住居の石器　　１・２・５．両面加工尖頭器未製品、３・４．鋸歯状側縁をもつエンドスクレイパー、

６．基部を作り出した黒曜石製ナイフ、７・８．棒状石器、９．石刃製サイドスクレイパー（海棲動物形？）、10．翼状ナイフ

第90図　第 6号住居の土器（ 3～ 5．有文の土器片）

第 89 図　第６号住居の石器　　１・２・５．両面加工尖頭器未製品、３・４．鋸歯状側縁をもつエンドスクレイパー、

６．基部を作り出した黒曜石製ナイフ、７・８．棒状石器、９．石刃製サイドスクレイパー（海棲動物形？）、10．翼状ナイフ
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ける石器インダストリーの諸特徴は、全体的に類似する

ことに注目しておこう。第 6号住居の土器は、薄手（厚

さ5mm以下）の平底土器である。器形全体の特徴は、

緩やかに外反する幅広の口縁部、中央に膨らみをもつ胴

部、そして窄まる底部（第90図 1・2）、以上である。土

器片の色調は褐色・黄橙色であり、胎土には鉱物混和材

が入念に選別され［含まれ］ている。土器文様は非常に

乏しく、無文土器がともない（同図 1）、最もよくみら

れる施文手法は、口縁部下の貫通する刺突文列である（同

図 2・5）。縄線文をもつ 1点の土器片（同図 3）、また、

器内面に突瘤状の盛り上がりをもたない孔文施文手法が

確認される（同図 4）。第 6号住居の掘り上げ土、覆土、

炉、そして柱穴群の完掘後、第 6号住居は南西方向に出

入用通路が付属する円形の遺構となった（第91図）。住

居床面は平坦で段差はなく、かたく締まり、風化しやす

い高密度の白黄色砂からなる。床面では、炉跡と認定さ

れるプランと、茶色・橙色砂のひろがりがみつかってい

る。炉の炭化層と焼土堆積が約10cmと、通常にくらべ

て厚く観察される―これは、この住居の居住が長期間に

及んだ証拠となる。炉の周囲では、出入り口にむかって

貼付けられた、地元の土壌の特徴にはない白みがかった

重いロームのレンズ状堆積が検出された―おそらくこれ

は、炉をともなう粘土貼床痕である。この住居の特徴に

より、住居壁直下で14本の支柱が遺構を取り囲んで配置

されたという、柱穴配置構造から推定復元される、特異

な上屋部構造が示される。最も深くて長径の柱穴群に関

していえば、それらこそが内部構造の主柱穴として中心

的な機能をもったのであり、遺構中央では、より小さい

径と深さのピット群―屋根勾配を支持する機能があった

とみられる―が検出されている。ここには、先述したカ

シカレバグシ 5集落遺跡の第 1・3号住居と第 6号住居

との決定的な差異がみてとれ、これにより、内部構造の

大きさは規定された可能性がある。住居出入り口の前方

に分布するさほど大きさのない 4基のピットは、出入り

口前通路にある扉施設の構造の一部をなす。遺構の平面

形と柱穴配置から、住居の上屋部は円形平面（円錐形／

テント式）であったと推定しておこう。住居の出入り口

は、南西から遺構内部へ連なる傾斜面をもつ通路が、徐々

に拡大・膨張するように造られる（第91図）。通路床面

はかたく締まり、内部から出入り口にむかって徐々に膨

らみ、柱穴痕はともなわない―この点は、チャイボ

（Чайво）1 集落遺跡の第187号住居の例（Василевский, 

Грищенко 2012）にみられるようなナビリ文化の住居付

属小屋と、本事例とを区別させる。

⑥ カシカレバグシ 5 集落遺跡の年代

年代値の集成から、晩期新石器時代の系統のなかにす

べてが収まる本遺跡の存続期間を、2段階に分けておこう。

第 3号住居と第 6号住居は、炉と壁際の覆土出土の木炭

とで近い年代を有しており、紀元前11～ 9世紀（暦年）

という確率分布が最も高い年代幅のなかで（第92図）、

本遺跡の居住の第一（前期）段階に属する。第 1号住居

では、紀元前10～ 9世紀（暦年）と前 5～ 4世紀（暦年）

という確率分布が最も高い年代幅のなかで（第20表、第

91図）、二つのグループに分かれる年代値が得られている。

第91図　カシカレバグシ 5集落遺跡第 6号住居第 91 図　カシカレバグシ５集落遺跡第６号住居
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我々の見解では、第 1号住居の後者のグループの年代

（SOAN-7527, 7528, 7529）は、施設と密接に関係し、住

居居住の年代とその内部で検出された埋葬遺構の年代と

に一致する―というのも、年代値は炉と埋葬遺構の出土

木炭から得られ、前者のグループ（СОАН-7526･7530）

の年代値は住居上屋部の構造材の焼け跡と、床面の用途

不明のプランのなかから得られているためである。架構

の建築部材や住居上屋構造の支柱として朽ち木や海岸流

木が利用されている可能性があるので、それら 2点の年

代値は、住居や埋葬遺構の年代と一致しない―あるいは、

隣接するより古い時期の第 3号、第 6号住居の柱が再利

用された、という可能性も否定できない。このことから、

第 1号住居の確率分布が最も高い年代は前 5～ 4世紀（暦

年）の間に位置づけられ、同時に、炉と埋葬遺構から得

た［炭素］年代値を暦年較正すると、編年上で前 8～ 7

世紀（暦年）という年代幅に収まる可能性も、低いがあ

る（第92図）。

⑦ まとめ

遺物の層位的、平面分布的、技術型式学的な分析から、

集落内で調査した構築物の人工遺物群には単純層的な性

格があるという結論を導きだせる。住居はそもそも、後

世の攪拌作用による影響や［竪穴の］掘り返し［による

影響］を受けておらず、下層出土資料は原位置を保つ状

態で残されていた―器形復元可能な土器片集中がみつかっ

たことから、そのことは裏づけられる。このような事実

から、調査した住居は、考古学的に「純粋な」コンプレ

クスそのものを表す。

石器群の特徴は、サハリン島における晩期新石器時代

インダストリーと共通する。道具生産素材となる石材の

利用が高水準にあることを示唆する指標は、集落内構築

物における全石器製作工程（最初の石核調整段階は除く）

の存在と、夥しい量の製品・石核・製作残滓（出土品総

数の57.32%）である。集落内の道具の組み合わせには、

新石器時代から変化のない伝統―剥片製の石器―があり、

両面加工尖頭器が多量にあるが、それだけを利用するの

ではなく、金属製品の［石製］模造品が欠落することか

ら、カシカレバグシ 5の石器インダストリーは、北サハ

リンにおける同時期の古金属器文化―ナビリ文化、ピリ

トゥン文化―とは、明確に区別される。ほかに特筆すべ

きカシカレバグシ 5の特色は土器群にあり、器形（［カ

シカレバグシ 5は］平底である）と文様施文手法は、前

述の古金属器文化［のもの］とは異なる。

類似するコンプレクスは従来、北サハリンの考古学的

発掘調査で押さえられていないため、カシカレバグシ 5

集落遺跡の資料群は、文化史論的には続縄文と共通した

枠内にあるカシカレバグシ考古学的文化のものとして区

別される、と提案しておこう。

⑧ 論　点

紀元前 1千年紀初頭～半ばという年代的単位のなか、

サハリン島において、よく発達した石器インダストリー

と平底土器をともなう晩期新石器的な遺物群が認定され

る。前述したカシカレバグシ文化の資料は、その系統上

にある遺跡の時期のものと認められる―もしかすると、

デリューギン（Дерюгин В.А.）がヤスノエ（Ясное）8

遺跡で調査したツイミ（тымский）式（Дерюгин 2007, 

2010）、ウスチアインスコエ（Усть-Айнское）遺跡やベ

リンスコエ（Белинское）遺跡の下層出土遺物、そ 

して、 アニワ文化―ユージナヤ（Южная）2 遺跡 

（ワシレフスキー2002a・2002b）、プレドレフリャンカ

（Предрефлянка）遺跡（Василевский и др. 1988：26-47）

―が含まれる南サハリンの続縄文グループの遺跡群も、

同じであるのかもしれない。

第20表　カシカレバグシ 5集落遺跡2008年第 1発掘区構築物の年代

No. 遺構名
 14C 年代
 （BP）

暦年較正年代値 (cal BC)
 (95.4%、最古値 - 最新値 )

Lab. No.
(SOAN-)

1 第 1 号住居（架構部材の焼け跡） 2705±75 1052-765 7526
2 第 1 号住居（床面・埋葬遺構・人頭骨付近） 2385±55 753-383 7527
3 第 1 号住居（炉） 2340±45 731-231 7528
4 第 1 号住居（埋葬遺構覆土・炭化物のレンズ状堆積） 2330±70 750-202 7529
5 第 1 号住居（床面・炭化物のひろがり） 2680±40 907-796 7530
6 第 3 号住居（炉） 2750±65 1053-799 7531
7 第 6 号住居（炉） 2845±60 1211-845 7532
8 第 6 号住居（壁際覆土・炭化物） 2895±85 1374-854 7533

暦年較正年代値は OxCal v.4.1.7 を用いて IntCal 09で較正
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興味深いことに、アニワ文化―ユージナヤ 2・プレド

レフリャンカ遺跡とカシカレバグシ文化―カシカレバグ

シ 5遺跡といった上記遺跡群―紀元前 1千年紀に、平底［土

器］の晩期新石器［文化］系統が島内で拡大する際の、

空間分布範囲の限界地点にある―の資料には、はっきり

とした類似性がある。石器利用頻度、特有の道具型式（柄

付きナイフ、鋸歯状側縁をもつスクレイパー）、住居建

造法（隅丸の半地下式遺構、言及した住居を取り囲む柱

穴群、傾斜通路と炉をともなう粘土貼床の設置）、土器

の器形と文様施文手法―とくに口縁部下の貫通する刺突

文列―に、それらのコンプレクスの接点があると認めら

れる。それらの遺跡群の資料に即すると、［サハリン］

島の北部と南部を連絡づけるのは、所持品のなかに黒曜

石製石器とコハク製の装飾品が共存するという点である。

同時に、サハリン島における紀元前 1千年紀の平底土器

群には重大な差異が存在する―器内面から外側にむかっ

てコブ状に突いた文様施文（突瘤文）、石囲炉の［利用］

伝統、黒曜石素材の集約的利用は、南部の文化だけの特

徴である。カシカレバグシ 5、ユージナヤ 2、プレドレ

フリャンカの資料から判断して、南部の続縄文グループ

からサハリン島の北部地域へ、縄線文の土器への施文手

法が拡散したと想定できるのだが、南サハリンにおける

一部の文化、クリル諸島、日本列島における「縄文」と

いう一つの名称のもとで、土器文様施文手法には本質的

な違いがあることを指摘しておこう。［サハリン］南部

では、鮮明な縄線（縄による）文様―大半の土器の主要

な 文 様 要 素 と な る（有 文 の 類 例 は 90％ 以 上：

Василевский и др. 1988：31）―を用いる伝統が特徴とな

る。北部の土器群の文様施文は簡素であり、ほとんどの

場合まったくともなわず、縄線文はごく一部の個体に施

され、その特徴は、素朴な文様構成の不鮮明な圧痕とし

て認められる（第80図 5、第88図 7、第90図 3）。そうし

た差異を考えると、この文様施文手法が、大陸と南島と

いう別々の起源地から、紀元前 1千年紀のサハリン島に

波及すると想定できる―あるいは、北部の文化の縄線文

様は、南部［の文様］を模倣して変化させた［＝在地化

させた］可能性もある。

そうした問題に関する他の局面として、晩期新石器時

代の平底土器文化群とサハリン島の紀元前 1千年紀にお

ける古金属器文化群とが同時並存する、という事実があ

る。尖底・丸底土器をもつ土器群、道具類のなかでの石

製品が占める低い割合と金属器模造品の共伴、付属小屋

と明確な幾何学的平面形をともなう住居建築の伝統が島

内に出現／開始したのは、放射性炭素年代測定法による

編年上で紀元前 10～ 1 世紀の間に位置づけられる

（Василевский, Грищенко 2012）。したがって、平底土器（カ

シカレバグシ式、ツイミ式、アニワ文化）をともなう晩

期新石器的な周知のコンプレクスは、渡来系の古金属器

文化群（ナビリ、ピルトゥン）―相互的な文化接触によっ

て独自に融合的特徴が生じ、サハリン島における中世前

期の一体化の基盤となる島嶼［固有の］文化―とともに、

長期間にわたって共存したのである。

第92図　カシカレバグシ 5集落遺跡の放射性炭素年代編年第 92 図　カシカレバグシ５集落遺跡の放射性炭素年代
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カシカレバグシ 5集落遺跡の人類学的資料の分析にあ

たり、ロシア科学アカデミー民族学・考古学研究所のワ

シリエフ S.V.博士から、貴重なご助言をいただいた。

ロシア科学アカデミー地質学・古気候学研究所のオルロ

バ L.A.博士候補には、カシカレバグシ 5遺跡の放射性

炭素年代サンプルの研究にあたりご協力を受け、ロシア

科学アカデミー・サハリン国立大学のサハリン考古学・

民族学研究所所長ワシレフスキー A.A.博士とは有意義

な意見交換と議論ができた。福田正宏氏には本論文を日

本で翻訳・発表してもらった。記して感謝の意を示す。
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訳者解説

本論文は、ビアチェスラブ・A・グリシェンコ（В.А. 

Грищенко）によって執筆された原著論文「Кашкале-

багшская культура общности эпидзёмон на северном  

Сахалине：к вопросу о сосуществовании традиций эпох 

камня и палеометалла в I тыс. до н.э., в островном мире 

Дальнего Востока」の全文を邦訳したものである。カシ

カレバグシ 5遺跡の発掘調査結果に関しては、日本でも

概要が報告されているが（榊田ほか2009）、本論文では

詳細にふみ込んだ議論が行われている。

著者のグリシェンコ氏はサハリン国立大学歴史学部准

教授（同大学考古学教育博物館館長を兼務）である。訳

者らの研究グループが進める日露二国間の考古学研究プ

ロジェクトに参加する共同研究者であり、訳者の友人で

もある。氏は、サハリン島新石器時代前期遺跡の調査研

究を進めてきた（Грищенко 2011など）。これにより、縄

文早期並行のサハリンに遺跡が多数存在することが判明

し、北海道―サハリン間の接触・交流論は新たな局面を

迎えることとなった（大貫・福田編2014など参照）。氏

は発掘調査現場を指揮・統括する立場にあり、調査所見

に即した問題提起や議論を実践している。

調査対象となる遺跡の時期や地域が拡大してきたことで、

グリシェンコ氏の関心もここ近年拡大してきた。そのな

かで、新石器時代の終末期に関する問題、すなわちオホー

ツク文化成立前の島内の様相に関しても、自らの調査経

験をもとに、新たな意見を示してきた（Василевский, 

Грищенко 2012など）。本論はそうした経緯のもと執筆さ

れた、ロシア国内でも発表予定の原著論文である。日本

考古学と直結する重大な問題提起であるという筆者・訳

者双方の一致見解にもとづき、翻訳文を、関連図面類と

ともに、日本で発表することにした。

＊

サハリンに続縄文文化の遺跡があることは、かねてよ

り知られていた。が、宗谷海峡に面したサハリン南端部

の様子が知られるだけであった。この地域には「アニワ

式」（ワシレフスキー1992・2002a・2002b・2003など）

とよばれる土器群が分布する。この型式は、鈴谷式が宗

谷海峡周辺に普及する前段階の一地域型式として、日本

でも注目されてきた（Ono 2003、熊木2003など）。現状

で把握できる資料に即すると、アニワ式は、東北北部の

二枚橋式に並行する続縄文土器であり、北海道方面から
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の進出・拡大の結果、拡散したと考えられる（福田

2007・2014）。一方、サハリンの北部を中心とした地域

には、大陸系の要素を多くともなう遺跡（ナビリ、ピリ

トゥン文化など）がほぼ並行期に分布することが、最近

指摘されている（Василевский, Грищенко 2012）。サハリ

ン島内における南北間の接触メカニズムの解明は、大陸

―サハリン―北海道間の紀元前 1千年紀の動きを知るう

えで喫緊の課題となっている。

このような状況のなか、アニワ式と対比可能な縄文を

もつ土器がサハリン北東海岸部の遺跡から出土したとい

う報告は、今後の議論にとって極めて重要な位置を占め

る。本論で述べられているように、類例はカシカレバグ

シ 5遺跡以外でも発見されている。

北海道産とみられる黒曜石製石器や南サハリン産とみ

られるコハク玉などを含め、当該期の北サハリンの遺物

群のなかで、南サハリン以南に関係性が求められる要素

は、客体的にしか存在しない。そのため、サハリンの南

部から北部へ北上する大きな動きのなかで、こうした南

方系のモノが持ち込まれたとは考えにくい。が、資源環

境が大きく異なるサハリン北部にむかって、戦略的とみ

られる北方進出が起こった可能性がある、という点には

注目したい。その動きが、北海道側の続縄文期初頭～前

半期の動きと、直接的ではないにせよ、連動的に捉えら

れる性格にあるならば、北海道の「続縄文化」に関する

議論は、今後、サハリン側に視野をもっと拡大させてい

く必要がある。

訳者は、アムール下流域、サハリン、北海道という、

日本列島北辺域における新石器時代的な南北二極構造の

崩壊が進むタイミングとして、紀元前 1千年紀の動きに

注目しており、その動きがオホーツク文化形成の基盤と

なった可能性を強く意識してきた（福田2007・2010など）。

そのメカニズムを解きほぐす鍵となる事例と見解が、こ

の論文では具体的に示されている。

本論で提唱されたカシカレバグシ文化は、間宮海峡を

挟んで対岸に位置するアムール河口域のコッピ文化

（3000BP前後、縄線文土器をともなう：福田2007など参

照）と炭素年代が近い。大陸側・コッピ式の縄線文（縄

の側面圧痕文）と北サハリン・カシカレバグシ式前後の

類似文様との間に、型式間交渉はあるのかないのか―。

サハリンの類例を捉える際、その点も検討を要する。

＊

訳出にあたり、原文に忠実な訳を心がけた。ただし、

日本考古学の用語にそぐわない語句や明らかな誤りに関

しては、筆者了承のもと、言い方を変えた。訳者による

補注は［　　］で挿入した。一般的ではない固有名詞に

は、初出箇所で露語を併記した。原文題名には筆者の持

論が端的に表されているが、そのままでは日本人にその

意図が伝わりにくい。そのため直訳せず、日本人研究者

に馴染みやすい言い回しに変えた。「極東島嶼世界」とは、

ロシア極東あるいは環太平洋北部においてサハリン島を

位置づける際、筆者やワシレフスキー氏が近年用いる表

現である。遺構検出時の所見と解釈に関しては、筆者と

一緒に写真確認を行い、直接コメントをもらいつつ、専

門用語の日本語訳を選択した。埋葬人骨の鑑定結果に関

しては判定基準が定かでないが、本論ではそれを追求せ

ず、分析結果を羅列するにとどめた。図面中の英文表記

は、筆者自身が作成した。誤訳等があった場合、その責

任は訳者にあることを、最後に申し添えておく。

 （福田正宏）
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